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防災力・減災力の向上

平成28年度各部の重点取組の取組結果

部(局)名

危機管理監名

　近年の大震災や異常気象による風水害等の災害の発生により、各地でこれまでの想定を超
える被害が発生しており、防災・減災対策に関する事業や取組の拡充が喫緊の課題となって
います。
 　防災・減災対策にあたっては、継続して市民の防災意識の醸成に取り組みながら、自主的
な防災活動に対する支援や充実を図る必要があります。また、関係機関、市民及び事業所と
相互に連携・協力し、地域の防災力・減災力の向上を図るため災害時や災害発生時に備えた
応援協定などによる連協強化に取組みます。
 　市防災行政無線などのハード面の整備については、技術革新に注視しつつ、設備の老朽化
や適正配置の検証とともに、より充実した防災情報を市民に提供できるよう防災体制を整備
していきます。
 　防犯対策としては、女性・子ども・高齢者が安心して暮らせるまちの実現を目指し、地域
防犯活動を支援するなど防犯体制を強化することで、市民の防犯意識の高揚や活動の活性化
を図ります。また、公共施設等への防犯カメラの設置などハード面の整備を進め、地域の見
守りの目を増やし、市全域の防犯環境を整えることで、さらなる防犯力の向上に努めます。

重点課題
平成２８年度

達成状況

Ａ

総務部　危機管理室

羽間　紀雄

　　　　　　　　中江　理晶（危機管理担当）

【達成度について】
A：達成（設定した目標を達成することができた。）

理事名

C：未達成（目標達成に向け取り組んだものの、目標達成にはいたらなかった。）

災害対応力の強化

Ａ

Ａ

災害情報伝達手段の強化 Ａ

防犯力の向上

B：一部達成（設定した目標の一部のみ達成することができた。）



→
　吹田市自治会連合協議会との合同防災訓練時に市
と地域災害対策本部との情報伝達訓練を実施しまし
た。

重点課題 1 災害情報伝達手段の強化
全体の達成度

A目指すべき方向
（中期的な目標）

 　災害に備えて市民への情報伝達手段の向上を進めます。

達成

→
　水害の危険性の高い南部地域に屋外拡
声器４局の増設を完了し、当該地域での
防災情報の可聴範囲を広げることができ
ました。

A

達成

活動目標 具体的な取組実績

　市防災行政無線の屋外拡声器
の増設を進めます。 → 　屋外拡声器を４局増設しました。

　防災訓練実施など、機会をと
らえて市民の防災意識の醸成に
努めます。

　平成27年度から水害の危険性の高い南部地域及び土砂災害の危険性が高い中部地域を中心
に、平成３０年度までの4年間で16局の市防災行政無線の屋外拡声器の増設を図り、より迅速か
つ的確に防災情報を市民に伝えることができる環境を整えます。また、防災訓練等を通じて、災
害情報の伝達についての検証を進めます。

部(局)名 総務部　危機管理室

↓

総合評価・総括

↓
達成目標 達成状況 達成度

　屋外拡声器の増設や訓練等で
の防災システムの活用を図るこ
とで、災害対応力の向上を図り
ます。



A

　平成２８年９月、吹田市地域防災総合訓練を千里
北公園で実施し、災害時応援協定団体や事業者、市
民との連携強化に努めました。

　吹田市地域防災計画を改訂
し、災害発生時の対応強化を図
ります。 → 　庁内全部局及び協定団体と協議を重ね、改訂を行

いました。

部(局)名 総務部　危機管理室

重点課題 2 災害対応力の強化
全体の達成度

達成目標 達成状況 達成度

目指すべき方向
（中期的な目標）

　大規模災害発生時の対応力の強化及び民間企業や大学等の
受援体制の充実に努めます。

達成

活動目標 具体的な取組実績

　災害時の応急対策の円滑化を
さらに進めます。 →

　民間企業や大学との協定締結及び吹田市地域防災計画改訂作業を通じて、庁内外での協議や検
証訓練（図上）を重ねた結果、災害対応に必要な連携を深めることができました。今後は大規模
災害発生時の対応力のさらなる強化のために、具体的な動きの訓練などで計画の継続的なブラッ
シュアップをはかる必要があります。

　昨今の自然災害に対応した吹
田市地域防災計画の改訂を進め
ます。 →

　庁内全部局及び協定団体と協議を重ね
るとともに、防災訓練で協議事項の検証
を行い、より実践的な計画に改訂しまし
た。

A

　大学のあるまちを活かした防
災体制を検討します。 →

　本市と学校法人西大和学園大和大学が相互に協力
して、災害に対する予防及び災害発生時における応
急対策を行うことで、災害に強いまちづくりの推進
に寄与することを目的とする協定を締結しました。

↓ ↓

達成

総合評価・総括

　災害発生時に備えて民間企業
や大学等との災害時応援協定の
締結を進めます。 → 　平成２８年度は、５つの民間企業や大

学と災害時応援協定を締結しました。

A

達成



A

達成

部(局)名 総務部　危機管理室

重点課題 3 防災力・減災力の向上
全体の達成度

A目指すべき方向
（中期的な目標）

達成目標 達成状況 達成度

　市民一人ひとりの防災・減災意識の向上を図ります。

達成

活動目標 具体的な取組実績

　自主防災組織の結成促進や地
域防災リーダーの育成及び能力
向上に努めます。 →

　連合自治会単位で自主防災組織が未結成の地域に
向けて結成促進を行いました。また、防災講座等の
機会をとらえて単一自治会、マンション管理組合等
に自主防災組織の結成促進を行いました。
　平成２９年２月に５回目となる地域防災リーダー
育成講習を開催しました。

　今年度は４月に熊本地震、１０月にも鳥取地震が発災し、市民の防災に対する関心の高まりも
あり、講座及び地域防災訓練等への参加者が増加しており、防災意識の向上がうかがえます。
　平成２８年度は新たな取り組みとして、北部防災備蓄拠点である市立吹田サッカースタジアム
において防災講座を行うほか、非常食に対する基本知識と活用方法を学ぶことを目的とした防災
クッキングを行い、市民一人ひとりの防災意識の向上を図りました。今後も、このような取り組
みを継続し、市民一人ひとりの意識向上から地域防災力の向上に繋げていく必要があります。

　地域防災リーダー育成講習や
研修を開催するとともに、リー
ダーの活躍の場となる自主防災
組織の結成促進に努めます。 →

　地域防災リーダー育成講習を開催するほ
か、防災リーダーへのフォローアップ及び
レベルアップ研修会を３回実施しました。
　また、地域防災リーダーが継続して活躍
する場となる、自主防災組織の結成促進を
行い、連合自治会単位で１組織、単一自治
会単位で７組織が結成されました。

A

　児童防災講座や訓練を実施し
ます。 →

　「やってみる」をキーワードに、実践を多く取り
入れた防災出前講座を行い、子供たちの防災意識の
向上に努めました。

↓ ↓

達成

総合評価・総括

　未来を担う子どもたちの防
災・減災意識の向上を図りま
す。 →

　ダンボールベッドの組立や初期救助用
資機材を使用した救出訓練を実践するこ
とで、「やってみる」から「自分たちは
何ができる」と具体的なイメージを持て
るよう防災意識の向上を図りました。
　また、中学生による防災の取り組みを
大学生に紹介するなど、防災資源となる
学生等の連携を図りました。

　防災講座の充実に努め、自主
防災組織の結成支援として救助
用資機材の配備を進めます。 →

　防災講座は、６２回実施し、自らが考
え災害対応にあたる図上訓練の避難所運
営ゲーム（HUG）については、８回実
施しました。
　また、自主防災組織の結成支援として
平成２８年度は７組織に救助用資機材の
給付を行いました。

A

達成



A

達成

　公共施設等への防犯カメラの
設置、公用車へのドライブレ
コーダーの設置を進めます。 →

　公共施設等への防犯カメラは、第１期として各小
学校区１５台ずつ１２小学校区と江坂駅周辺地区に
合計１８６台設置しました。また、ドライブレコー
ダーは３６台の公用車に設置しました。

部(局)名 総務部　危機管理室

重点課題 4 防犯力の向上
全体の達成度

A目指すべき方向
（中期的な目標）

　犯罪を許さない気運の醸成、市民一人ひとりの防犯意識の
高揚を図ります。

達成

活動目標 具体的な取組実績

　吹田警察署と連携し、防犯講
座を実施するなど積極的に地域
の防犯活動の活性化に寄与する
取り組みを進めます。

→
　吹田警察署と連携し、防犯講座（年１５回４８２
名受講）や防犯強化月間（年３回４月、１０月、１
２月）時の取り組み、児童防犯講座（年9回366名
受講）を実施しました。

　市、警察、防犯ボランティア
との連携を図り、防犯体制の強
化を図ります。 →

　地域青色防犯パトロール団体の活動支援や吹田防
犯協議会への活動支援、青色防犯パトロール隊の士
気及び市民の防犯意識を高めるため、吹田まつり
（７月）のパレードへの参加などを行いました。

↓ ↓
達成目標 達成状況 達成度

　市民一人ひとりの防犯意識の
高揚を図り、防犯ボランティア
の結成や犯罪発生件数の更なる
減少を目指します。

→
　新たに地域青色防犯パトロール隊１隊
の結成と地域防犯パトロール隊員として
２５名増えました。平成2８年中の犯罪
認知件数は前年に比べ13０件減少の
3,309件となりました。街頭犯罪として
は、前年度に比べ50件減少の1,733件
と毎年減少傾向にあります。

A

達成

　市・警察・地域とそれぞれの
役割を確認しながら、市の防犯
体制の強化や地域に対し必要な
支援を実施します。

→

　安心安全の都市（まち）づくり講習会
や児童防犯講座等の啓発活動を行うとと
もに、吹田警察署や吹田市消防本部と連
携し、安まちメール等の防犯情報を活用
した市青色防犯パトロールを実施しまし
た。
また、地域の防犯活動を支援するため
に、地域青色防犯パトロール活動や防犯
ボランティアに対する支援などを通じ
て、地域の防犯体制の強化に努めまし
た。

A

達成

　地域の見守りの目を増やし、
地域の防犯活動を支援するとと
もに、防犯力を向上させます。 →

　吹田警察署、吹田防犯協会、地域の
方々との連携に加えて、公共施設等への
防犯カメラの設置と公用車へのドライブ
レコーダーの設置により地域の見守りの
目を増やし防犯力を向上させました。



　平成２８年度末現在で、危機管理室に登録されている地域防犯パトロール組織として３４団体
1,145名、地域青色防犯パトロール隊として1１団体3３台をはじめ、各地域の防犯活動団体
（自治会、青少年指導委員会、ＰＴＡなど）による地域防犯活動を実施していただいています。
　こういった地域の日々の防犯活動の積み重ねが、全ての市民が安心して安全に暮らすことがで
きる防犯環境づくりにつながっていることから、引き続き地域活動支援や啓発など防犯意識の醸
成に取り組みます。
　また、犯罪認知件数としては減少傾向にありますが、子ども・女性などに対する声かけや性犯
罪等重大事件につながるような事案が後を絶たないことから、防犯カメラ及びドライブレコー
ダーの設置をはじめ、早急に地域の見守りの目を増やし、市全域の防犯力を向上させるような施
策を進めていく必要があります。

総合評価・総括


